
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

一

九

号

東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
新
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

階

猛
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東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
新
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
五
年
十
月
四
日
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
東
北
地
方
へ
の
医
学
部
新
設

の
要
望
が
な
さ
れ
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
に
同
内
容
を
実
現
化
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
「
東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
認
可
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
出

し
た
。
ま
た
、
同
基
本
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
、
同
年
十
二
月
十
七
日
に
復
興
庁
、
厚
生
労
働
省
と
も
合
意
が
な
さ
れ
て
い

る
。右

を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
産
業
競
争
力
会
議
課
題
別
会
合
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
で
進
め
る
規
制
緩
和

と
し
て
医
学
部
新
設
が
議
論
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
案
に
は
、
医
学
部
新
設
は
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

二

東
北
地
方
に
新
設
す
る
医
学
部
の
定
員
見
込
み
と
そ
の
算
定
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

医
学
部
を
一
つ
新
設
す
る
と
二
百
人
か
ら
三
百
人
の
教
員
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
記
基
本
方
針
で
は
、
教
員
や
医

師
、
看
護
師
の
確
保
に
際
し
引
き
抜
き
等
で
地
域
医
療
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
な
方
策
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

一



具
体
的
内
容
と
新
設
す
る
医
学
部
の
教
員
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
示
さ
れ
た
い
。

四

東
北
地
方
に
医
学
部
を
新
設
す
る
の
で
は
な
く
、
東
北
地
方
に
あ
る
既
存
の
医
学
部
の
定
員
増
や
都
市
部
な
ど
医
師
が
集

中
す
る
地
域
か
ら
、
医
師
を
誘
導
し
、
偏
在
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


